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論 文 の 内 容 の 要 旨 
 

本論文は以下の二つの内容から構成されている。一つ目は，国内でも先駆的で代表的な

水利施設として明治用水をとりあげ，土地改良区が管理している頭首工から幹線水路末端

の区間における小水力発電の可能性について評価した。すなわち，頭首工から矢作川下流

への放流，幹線水路内の未利用落差，チェック工での配水管理用水量，排泥工での施設管

理用水量における発電ポテンシャルについて検討を行った。二つ目は岐阜県と愛知県にあ

る代表的な８カ所の頭首工を対象として，頭首工からの下流への放流水を活用した発電ポ

テンシャルについて検討した。上記のいずれの解析においても，その費用対効果の分析か

ら，一般に小水力発電の事業化の目安となっている流量設備利用率（実発電量／可能発電

量×100）を 60%と定め，その際に得られる最大発電出力を用いて，実測流量データから月

別あるいは年間の発電量を求めた。 

一番目の解析では，最大発電出力，年間発電量の平均値，月間発電量の最大値は，頭首

工，幹線水路内での落差工，チェック工の順に大きいことを明らかにした。また，幹線水

路内での落差工では，頭首工およびチェック工と比較して，灌漑期と非灌漑期の変動が大

きいものの，毎年安定した発電量が期待できるという農業用水従属型の特徴を示した。一

方，チェック工における配水管理用水が水利施設の機能保全のための用水として一年間を

通して発生し，農業用水従属型と比較して小規模ながら流量設備利用率の高い発電の可能

性があること，余水吐からの越流は地区外の排水路に流下させるため，小流量ながら高落

差を確保でき，効率の高い発電候補地であることを示唆した。さらに，現在は年に 2 回程



度通水している排泥工に常時通水した場合，発電ポテンシャルの有効活用に加え，排水路

や河川の水質改善に効果が期待された。 

二番目の研究では，頭首工では河川を堰きとめ上流側水位を一定に保っているために下

流側水位との間に一定の落差が確保できることから，８つの頭首工では最大出力が 43kW

から 2002kW と比較的大きな発電ポテンシャルが確認できた。一方，灌漑期における取水

量や降水量の影響によって発電量には季節的な変動があるものの，頭首工から受益地への

取水量と比較して季節的な変動が少なく，従来の農業用水従属型の小水力発電と比較して

年間を通して安定した発電の可能性を明らかにした。 

以上の研究成果は，農業水利施設を利用した小水力発電では従来から取り上げられるこ

とのなかった配水管理用水，施設維持管理用水や，頭首工での下流放流に着目し，その発

電の可能性を明らかにしたものである。 

 
審 査 結 果 の 要 旨 

 
 申請者 WANG FENGLAN は，農業水利施設内で発生する配水管理用水，施設維持管

理用水や，頭首工での下流放流に着目し，その発電の可能性を明らかにした。これらの

知見は，農業水利施設を利用した小水力発電では，従来から取り上げられることのなか

った管理用水を利用した発電の潜在的な可能性を示唆するものであり，今後の小水力発

電における新しい展開に寄与するものであることを認める。 
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